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沖縄県西原町上原に新たに露出した
島尻層群の堆積学的記載
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1.沖国大経済学部地域環境政策学科

2.琉球大学農学部地域農業工学科

◎ はじめに

●新第三系島尻層群は，古くから層序や古地理等の研究が行

われてきた島尻層群は観察できる露頭が少ない．

•エ事現場は露頭観察に適するが，すぐに消失．

●地質情報を後世に残す → 理学・農学・工学分野に貢献

-
那覇北中城線の開通工事．

島尻層群の露頭が新たに出現．

沖縄県の許可の下，琉球大学農学部と地質調査．
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◎ 堆積岩の不均質性スケール
不均質の階層性：単層 (cm)，堆積相 (m)'
堆積システム（数m,......,,km)，堆積シーケンス (km以上）
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堆積シーケンス， 

尻来の島尻層群調査：堆積システム～堆積シーケンスのオーダー．
I 命~ すべり面の研究では，堆積相や単屈スケールの視点も重要？
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与那原層 （氏家・兼子， 2006)
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|沖縄島南北で島尻層群の堆積場（古島尻海）が違う
A : 約500-600 万年前—約 160 万年前

1沖縄島南部】 （沖縄島北部） w 

・←＂弧羹 i盆
， が発遍する

B ：約 160万年前4兒在

摩くたまった蟻柵物が
雇上に人凧横に露出

［沖縄島雨部）

←がば忠、ビ

［沖縄島北部）

島尻海進
（河名， 1989)

島尻変動
（木崎・高安， 1976)

新里層～琉球層群堆桔前．

島尻層群に変位を与えた．

うるま変動
（木崎・高安， 1976)

琉球層群の堆槙期後半．

琉球層群をブロック化．

3
 



◎
 

-|
 

調査地の地質図

(b) 

• ・・1凡例

二琉球層群と知念層

■•新里層
口与那原層

s km I＿ 豊見城層

／断層

|伊藤・木村・中村 (2021)

26°10' 

●島尻層群豊見城層上部

か与那原層最下部の境

界付近

●浮遊性有孔虫や石灰質

ナンノ化石による生層

序学的研究の報告例は

多い (Tanakaand 
Ujiie,1984; Imai et al. 
2017) 

●堆積学的な視点からの

検討例は少ない？

◎ 
露頭写真
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◎ 
断層のすべり面

＼ 

層のすべり面

◎ 露頭写真

-
砂泥互層

19.心 エ 、ヽ心 ヽ』璽｀ク ・`―ァぶ•‘
l● ●l • L-

スランプ構造
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◎ 研究方法

・堆積柱状図の作成

現地調査

・粒度分析＠琉球大学

過酸化水素処理．

Mastersizer3000. 

◎ 

タイプ1

砂岩の堆積相
タイプ2 タイプ3

平行葉理 ＿平行葉理

生物遺骸

濃集

← 水深が浅い

塊状 塊状

砂岩 タービダイト砂岩
泥岩半遠洋性泥岩

深い→
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◎ 
タービダイト砂岩と半遠洋性泥岩

大層●瀑濤鰊谷 大層ライズ

e：賣岩

d:（・低鑽蠅）平行藁遷
c: ripplesや

コンポリュート藁遷

b:（裏鑽蠅）平行藁遷

a：鳩状（藁珊なし）
縁化層ll

嘉陽層（名護市）
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泥砂

堆積柱状図の作成

泥岩優勢の砂岩泥岩互層

正味の層厚（傾斜補正）
22.24 m以上

砂岩は上位に向かってタイプ1
とタイプ2が増える

“古島尻海’' の上方浅海化？
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◎ 粒度組成の鉛直プロファイル
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泥砂

◎ 
堆積岩の分類

Clay 

Sand 
Silty sand Sandy silt 

粘土質シルト岩

シルト岩

砂質シルト岩

シルト質砂岩

砂岩

silt Shepard (1954) 
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◎ 
まとめ

・沖縄県西原町に新たに露出した島尻層群の堆積学的特徴を

調べた．

・層序は，島尻層群豊見城層上部か与那原層最下部あたり

→浮遊性有孔虫•石灰質ナンノ等の研究が必要．

・岩相は砂岩泥岩互層（泥がち）

・泥岩は半遠洋性泥岩，砂岩はタービダイト砂岩．

・泥岩は，粘土質シルト岩，シルト岩，砂質シルト岩．

•砂岩は，ほとんどがシルト質砂岩と砂岩．

見学会でみる島尻層群

，
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